
　
　
「
被
災
地
を
知
り
た
い
、
つ
な
が
り
を
持
ち
た
い
」
―
―
。
そ
う
願
う
人
た
ち
が
集
っ
た
。
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
で
開
く
食
の
イ
ベ
ン
ト
「
第
８
回
復
興
グ
ル
メ
Ｆ
１
１
大
会
」
　
（
実
行
委
主
催
）
が
今
月

２
日
、
福
島
県
相
馬
市
で
あ
っ
た
。
北
区
伊
福
町
３
の
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
が
東
北
支
援
の
一
環

と
し
て
始
め
た
催
し
で
、
岡
山
か
ら
も
約
4
0
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
。
私
も
同
行
し
、
現
地
の

人
々
か
ら
相
馬
市
の
現
状
を
聞
い
た
。

Ｏ

　
1
0
月
3
1
日
夜
、
Ｊ
Ｒ
岡
島
第
１
原
発
事
故
で
避
難
民
は
各
地
の
避
難
所
に
バ

山
駅
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
畑
作
が
出
た
3
0
諺
圈
の
外
ラ
バ
ラ
に
散
っ
た
。
退
路

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
約
4
0
に
あ
る
が
、
大
震
災
か
ら
を
修
復
す
る
に
も
地
権
者

人
が
集
合
し
た
。
バ
ス
で
３
年
半
た
っ
て
も
、
な
お
を
捜
し
出
し
て
了
解
を
と

福
島
県
相
馬
市
ま
で
移
動
風
評
被
害
が
根
強
い
と
い
る
必
要
が
あ
る
。
「
区
長

す
る
。
３
泊
４
日
、
２
日
う
。
市
内
で
も
海
沿
い
に
と
し
て
の
苦
労
は
多
い
」

目
の
夜
以
外
は
車
中
泊
と
あ
る
原
釜
地
区
の
公
民
館
と
熊
谷
さ
ん
は
話
す
。

い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
。
で
、
区
長
の
熊
谷
秀
治
さ
　
。
「
若
い
人
は
『
も
う
海

岡
山
か
ら
バ
ス
で
ボ
ラ
ン
ん
（
6
3
）
に
話
を
聞
く
こ
と
の
そ
ば
は
嫌
だ
』
と
離
れ

テ
ィ
ア
を
連
れ
て
行
く
こ
か
ら
、
現
地
で
の
日
程
が
て
い
く
し
…
…
‘
。
’
』
ヴ
」
が

と
は
こ
の
行
事
の
恒
例
始
ま
っ
た
。
　
　
　
　
　
将
来
発
展
す
る
と
い
う
こ

だ
。
手
伝
い
だ
け
で
な
く
、
　
震
災
前
２
５
４
軒
が
暮
と
は
、
考
え
ら
れ
な
い
」
。

岡
山
の
人
た
ち
に
被
災
地
ら
し
た
集
落
は
津
波
で
2
0
熊
谷
さ
ん
は
打
ち
明
け

の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う

と
い
う
目
的
も
兼
ね
て
い

る
。

　
相
馬
市
に
着
い
た
の
は

１
日
午
前
Ｈ
時
ご
ろ
。
同

市
は
福
島
県
北
東
の
沿
岸

部
に
あ
る
。
東
京
電
力
福

かつて旅館が並んだ沿岸部は津波に襲われ、草地になっていた。実は建設中の復興住宅
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－いずれも福島県相馬市で今月１日

L貧

沈膚Ｗ
軒
に
減
り
、
直
後
か
ら
住
だ
。
そ
し
て
、
「
後
悔
し

震災の経験を振り返る

熊谷秀治さん士

　
　
「
五
十
嵐
朋
子
」

て
い
る
こ
と
が
あ
る
」
と

言
う
。
津
波
の
直
前
、
海

の
方
に
住
む
母
親
の
様
子

を
見
に
行
く
と
、
近
所
の

お
ば
あ
さ
ん
た
ち
が
庭
先

で
立
ち
話
を
し
て
い
た
。

　
「
お
ら
は
２
階
サ
い
る
か

ら
」
。
そ
う
言
わ
れ
て
そ

の
場
を
離
れ
る
と
、
数
分

後
に
1
0
び
以
上
の
津
波
が

襲
っ
た
。
「
み
ん
な
亡
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
も

ど
れ
だ
け
の
津
波
が
来
る

か
分
か
ら
な
か
っ
た
ん
で

す
」

　
　
　
　
◇

　
鉦
食
後
、
「
復
興
グ
ル

メ
」
に
参
加
す
る
と
い
う

漁
師
の
菊
地
基
文
さ
ん

涵
）
と
、
魚
問
屋
の
飯
塚

哲
生
さ
ん
（
3
0
）
が
市
内
を

案
内
し
て
く
れ
た
。
か
つ

て
旅
館
が
立
ち
並
ん
だ
と

い
う
海
沿
い
に
草
地
が
広

が
っ
て
い
る
。
震
災
前
、

県
内
外
か
ら
の
客
で
に
ぎ

わ
っ
た
と
い
う
尾
浜
海
水

浴
場
は
、
閉
鎖
さ
れ
た
ま

ま
た
っ
た
。

　「魚がとれない間にも、できることはある」と
話す漁師の菊地基文さん　　　　　　　……

許
可
さ
れ
た
5
0
種
余
り
に

　
「
ど
ん
こ
つ
み
れ
」
だ
。

　
「
ど
ん
こ
」
は
タ
ラ
の
一

種
で
、
相
馬
で
は
よ
く
と

れ
る
。
身
を
す
り
潰
し
て

団
子
に
し
た
つ
み
れ
は
、

長
く
漁
師
の
ま
か
な
い
飯

と
し
て
親
し
ま
れ
た
。
こ

れ
を
相
馬
の
新
名
物
と
し

て
売
り
出
す
と
い
う
。

　
　
「
以
前
の
よ
う
に
漁
が

で
き
ず
、
年
配
者
は
や
る

気
を
な
く
し
て
い
る
。
若

い
人
ま
で
そ
う
な
っ
た

ら
、
相
馬
の
文
化
や
技
術

は
失
わ
れ
て
し
ま
う
」
。

菊
地
さ
ん
は
震
災
後
、
そ

ん
な
危
機
感
を
抱
い
て
い

限
り
、
放
射
能
検
査
を
へ
　
た
。
仕
入
れ
た
タ
ラ
コ
で

て
市
場
に
出
し
て
い
る
。
か
ら
し
明
太
子
の
名
物
を

操
業
時
間
が
少
な
い
分
、
生
ん
だ
博
多
を
参
考
に
、

仕
事
も
収
入
も
減
る
。
減
　
「
漁
が
で
き
な
い
間
、
加

収
分
は
東
京
電
力
か
ら
営
工
に
重
点
を
置
け
ば
」
と

　
「
生
き
殺
し
み
た
い
な
業
補
償
を
受
け
て
い
る
思
い
つ
い
た
。

も
ん
で
す
よ
」
と
飯
塚
さ
が
、
「
本
来
の
姿
じ
ゃ
な
　
令
、
ど
ん
こ
は
水
揚
げ

ん
が
漏
ら
し
た
。
タ
コ
な

ど
が
日
本
一
の
水
揚
げ
を

誇
っ
た
相
馬
の
漁
港
は
現

在
、
週
１
日
の
試
験
操
業

し
か
で
き
ず
、
水
揚
げ
を

い
」
と
の
思
い
が
強
い
。
を
許
可
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
復
興
グ
ル
メ
で
使
う
の

　
そ
ん
な
中
、
２
人
が
期
も
、
青
森
な
ど
か
ら
仕
入

待
を
か
け
る
の
が
、
復
興
れ
た
魚
だ
。
だ
が
、
菊
地

グ
ル
メ
で
も
出
品
す
る
さ
ん
は
「
ど
ん
こ
が
今
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
名
に
な
れ
ば
、
水
揚
げ

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
福
島
の
「
Ｆ
－
Ｉ
大
会
」
へ
4
0
人

被
災
地
知
り
、
連
帯
を

寿 一 ｒ - ㎞ ｗ ¶ ｒ ¶ ¶ ｒ ¬ ¶ ｙ 警 － ¶ ？ ￥ 一 ¶ φ

一
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

　
　
「
復
興
グ
ル
メ
Ｆ
１
１
大
会
」
　
　
　
　
　
｛

心
｝
に

斜
頚
ｈ
冊
鴇

　
Ｉ
ム
を
作
り
出
店
。
Ｉ
チ
ー
ム
ー
品
の
・

オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
を
１
皿
３
０
０
円
で
振
る

舞
い
、
来
易
者
に
よ
る
投
票
で
順
位
を
競
う
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
昨
年
１
月
、
復
興
支
援
の
一
環

と
し
て
「
被
災
地
同
士
の
つ
な
が
り
を
作
ろ

う
」
と
始
め
た
。
こ
れ
ま
で
の
会
場
は
宮
城

県
気
仙
沼
市
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
、
福
島

県
南
相
馬
市
な
ど
。
今
回
は
３
県
か
ら
1
6
チ

　
‐
‘

ム
が
参
加
し
た
。

｛
；
１
１
１
２
－
－
１
－
一
－
Ｉ
Ｉ
ｒ
ｌ
ｌ
－
一
Ｉ
Ｆ
Ｆ
１
－
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｉ
ｌ
Ｓ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ

－ ム ー － － 「 －

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

き
に
値
が
上
が
る
」
と
期

待
す
る
。
風
評
被
害
へ
の

思
い
も
あ
る
。
回
う
な

っ
た
以
上
、
他
の
地
域
と

は
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
が
違

う
。
知
名
度
の
低
い
ど
ん

こ
が
ヒ
ッ
ト
す
れ
ば
、
今

ま
で
の
魚
も
売
れ
る
よ
う

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」

　
夕
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
復
興
グ
ル
メ
の
会
場
と

な
る
「
相
馬
市
民
の
ひ
ろ

ば
」
　
（
相
馬
市
中
村
）
で

会
場
設
営
を
手
伝
い
、
そ

の
日
は
交
流
会
で
終
了
。

２
日
、
い
よ
い
よ
本
番
の

イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
日
日
つ
づ
く

F生き殺し」。本格的な漁が再開できない状況を飯塚哲生さん〔左〕はそう語･った
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　　　　　　　一松川浦漁港で
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